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１                              問題のページへ 

(1) xxy 2sin= ……①, xy = ……②に対して, x座標が正の共有点は,  

xxx =2sin , 1sin2 =x , 1sin ±=x  

これより, 
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p=x , p+=+ nn xx 1 となり,  
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よって, 曲線①と直線②は, 点 nA において接している。 

(2) 1sin0 2 ≦≦ x から, x＞0 において xxx ≦2sin となり, 線分 1AA +nn と曲線①で

囲まれる部分の面積 Sは,  
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したがって, 2

2
1 pnS = である。 

 

［解 説］ 

微積分の総合問題です。曲線①と直線②の位置関係は明らかなので, 図を描くまで

もありません。 
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２                              問題のページへ 

),(P pp , ),(P pp ¢-¢¢ , ),(Q yx とおくと, OQOAPOOP +=¢+ より,  

xapp +=¢+ , ybpp +=¢-  

よって, )(
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また, kを実数として, APPA k=¢ より,  
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①②を③に代入して,  
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まとめると, 2222 bayx -=-  

点 ),(A ba は xy = , xy -= 上にないことより, ab ±¹ から 022 ¹- ba であり,  
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したがって, 点 Qの軌跡は xyl =: と xyl -=¢ : を漸近線とする双曲線となる。 

 

［解 説］ 

文系に lと l¢が x軸, y軸となっている類題が出ています。しかし, 本問に出合った

とき, 座標系の回転を思いつくのは, 容易なことではありません。 
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３                              問題のページへ 

(1) 条件より, bynyan +++=+ )1(1 , )1()(1 +++=+ nayban  

任意の yに対して成立する条件は, 0=+ ba , 1)1( +=+ nna となり,  
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……①の成立を数学的帰納法で証明する。 

(i)  1=n のとき 
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よって, 1=n のとき成立する。 

(ii) kn = のとき 
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ここで, !)1(!)1( kkk +=+ を用いると, (1)および②より,  
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さて, いったん sr =+1 とおきかえると,  
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よって, 1+= kn のとき, ①は成立する。 

(i)(ii)より, すべての自然数 nについて, ①は成立する。 

 

［解 説］ 

数学的帰納法による証明において, 式変形を進めると, (1)の恒等式だけでなく, 二
項係数の関係 rkrkrk CCC 11 +- =+ を利用するという方針が見えてきます。
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４                              問題のページへ 

条件より , 点 G は OAB△ の重心であり, OAOP a= , 

OBOQ b= なので, 
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Gが△OPQの内部に含まれるための必要十分条件は,  
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変形すると, 
a
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1 -＜ となり, 013 ＞-a のもとで,  
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よって, 点 ),( ba の範囲を図示すると, 右図の網点部

となる。ただし, 境界線は含まない。 

 

［解 説］ 

まったく同じ問題を解いたことのあるような感じがします。単なる既視感かもしれ

ませんが。 
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５                              問題のページへ 

(1) 右図のように, 正方形 ABCDを辺 BC, CD, DA

に関して, 順に折り返していく。すると, 条件よ

り, 折れ線 APQRSは 1本の直線になる。 

さて, 点 Sが辺 AB上にあるとき, 点 P, Q, Rは, 

それぞれ辺 BC, CD, DA上に存在する。 

ここで, 点 S が点 A と一致するとき 1BP = , 点

Sが点 Bと一致するとき
3
2BP = となり, 求める条

件は, t=BP から 1
3
2 ＜＜t である。 

(2) まず, q=ÐBAP とおくと, t=qtan となる。 

そこで, q=Ð=Ð=Ð ASRDQRCQP から,  
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また, RSと APの交点を Tとするとき, q=Ð=Ð TSATAS から, △TASは二等

辺三角形となり, Tから ARへの垂線の長さは, ASの
2
1であるので,  
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したがって, 四角形 PQRTの面積 )( tf は,  
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ここで, 相加平均と相乗平均の関係より, 2424224 =×+
t
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等号成立は
t

t 24 = のときであり, 1
3
2 ＜＜t から

2
2=t の場合となる。 

以上より, )( tf の最大値は 246 - である。 

 

［解 説］ 

有名な反射の問題です。上の解のように折り返しを利用するのが常套手段です。な

お, 平行四辺形 PQRTの面積は, まわりの三角形を除く方針で計算しています。 
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